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易の拡大を計画した。第 2 期は 1916、7 年頃から 1923 年までの大正南進期で、対象を華
南から東南アジアに向けた時期である。台湾総督府の南支・南洋施設費、渡海補助費な
どを最大に計上した。第 3 期は関東大震災の後の 1924 年から盧溝橋事件前の 1936 年ま





























3	 筆者の調査は、2002 年 8 月から 9 月にかけて、台湾山地の原住民居住地帯をフィールドワークした成
果である（中生 2004）。














では、調査日数を移川が 88 日、宮本が 129 日、馬淵が 425 日費やしたと書いてあり、こ
の日数に比例するように、収集した系譜 300 余りのうち、馬淵は 201 例で 64％を占め、
報告書を執筆した枚数は、移川子之蔵が 86 頁、宮本延人が 48 頁に対して、馬淵は 411
頁と、全体の 75％近くを執筆している（笠原 2010：85‒86）。
















































































































事　項 協力先 （昭和）年月 氏　名
厦門大学整理事務 文教局長 13.7 移川（子之蔵）教授
南方調査事務（外事部嘱託） 外事部長 15.6  〃
南方国策樹立に関連する調査事務 外務省 交渉中  〃
インドネシヤ慣習辞典編纂事務嘱託 帝国学士院 13.10  〃
泰国及び仏印文化施設状況調査 文教局長 16.5  〃
南方民族の調査 台湾南方協会 15.2  〃
南方国策樹立に関連する調査事務 外務省・拓務省 16.5 楠井（隆三）教授
海南島の経済調査 台北帝大 16 年度中着手  〃
台湾南方協会調査委員 （なし） 15.2  〃
インドネシヤ慣習辞典編纂事務嘱託 帝国学士院 13.10 浅井（恵倫）教授
比律賓に於ける言語の調査並資料蒐集 台湾南方協会 15.8  〃






南方調査事務（外事部嘱託） 外事部長 15.6  〃
台湾南方協会調査委員 15.2  〃
台湾南方協会調査委員 15.2 桑田（六郎）教授
厦門大学整理事務 文教局長 13.7 神田（喜一郎）教授

















中華民国に於ける通貨関係事項調査 南京日本大使館 15.7  〃
南方国策樹立に関連する調査事務 外務省 交渉中  〃
物価調査事務 総督府 15.11 今西（庄次郎）助教授
台湾に於ける宗教問題 文教局長 16.6 淡野（安太郎）助教授
台湾に於ける宗教問題 文教局長 16.6 岡田（譲）講師
広東に於ける大学並各種研究機関の内容整備 軍 14.10 藤澤（茽）助教授
広東に於ける商工会議所開設業務援助 軍 15.1 中川（彌一）助教授
厦門大学整理事務 文教局長 13.7 宮本（延人）講師
広東に於ける大学並各種研究機関の内容整備 軍 4.5  〃
海南島の経済調査 台北帝大 16 年度中に着手 東（嘉生）講師
泰国及び仏印文化施設状況調査 文教局長 16.5 秋永（肇）講師







月 24 日から、移川子之蔵、神田喜一郎、宮本延人の 3 人で、当局の命令により厦門にお
ける文化施設の処置の仕事のため出張している。


























表 1にも、海南島の調査団について記されている。海南島は、1939 年 2 月 10 日に海軍に
よって占領された。占領後、海南島全体の政務処理機関として、現地陸海軍と外務省派





　台北帝国大学の海南島総合調査は、理農学部が中心となり 2 回実施されている。第 1
回は 1940 年 11 月から 41 年 1 月まで実施され、生物班、農学班、地質班の 3 班に分かれ
て調査している。第 2 回は 1942 年 2 月から 3 月にかけて、経済及び民族関係班、理農学
班、農芸化学班に分かれて調査をした。この報告書は出版されている（台湾総督府外事
部編 1942、1944）。人類学関係では、第 1 回第 2 班の農学班の報告書で、金関丈夫「海
南島住民の人類学的研究調査（予報）」と宮本延人「海南島黎族の一部につひて」がある。
















































































































海南海軍特務部政務局 1942a 『昌感地方ノ開拓ト言語分布ノ由来』民族調査資料 1輯
──── 1942b 『旧海南社会ニ於ケル官人群ト教育制度』民族調査資料 2輯
──── 1942c 『重合地方ニ対スル黎族ノ移住ニ就テ』民族調査資料 3輯

























響」岡洋樹 ･ 高倉浩樹 ･ 上野稔弘編『東北アジアにおける民族と政治』東北大学東北アジア研究セン
ター
────	2003b Mabuchi Tōichi in Maccasar,” Akitoshi Shimizu and Jan van Bremen, eds., Wartime Japanese 
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